
平成３０年度第２回

北海道中山間ふるさと・水と土保全対策委員会次第

日時：平成３０年１２月１７日（月）10：00～
場所：北海道庁本庁舎７階農政部第１中会議室

１ 開 会

２ 挨 拶

農政部農村振興局農村整備課 活性化担当課長 長谷川元司

３ 報 告

（１） 今年度の事業スケジュールについて 資料１

（２） 指導員の委嘱について 資料２

（３） 新規地区の採択について 資料３

４ 議 事

（１） 地域活動支援事業について 資料４

（２） 研修事業について 資料５

（３） 別海町別海地区、七飯町七飯地区及び岩見沢市北村豊正地区に係る

評価スケジュールについて 資料６

（４） その他

５ 閉 会



平成３０年度第２回 

北海道中山間ふるさと・水と土保全対策委員会出席者名簿 

 

日時：平成３０年１２月１７日（月）10：00～ 

場所：道庁本庁舎７階農政部第１中会議室 

 

【委 員】 

所    属 職 名 氏  名 備 考 

NPO 法人北海道食の自給ネットワーク 事務局長 大熊 久美子  

北海道大学大学院農学研究院 講 師 山本 忠男 座 長 

（敬称略、氏名五十音順） 

 

【事務局】 

所    属 職 名 氏  名 備 考 

農政部農村振興局農村設計課 活性化担当課長 長谷川 元司  

農政部農村振興局農村設計課 主 幹 服部  聖  

農政部農村振興局農村設計課 主 査 水野 史朗  

農政部農村振興局農村設計課 主 事 柴田 さほり   
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資料１
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資料２



ブロック

（雨竜町） （喜茂別町）

（沼田町） （喜茂別町）

（岩見沢市） （喜茂別町）

（岩見沢市）

（栗山町） 石狩1名 〇阿岸　哲広 （石狩市）

（浦河町） 胆振1名 （厚真町）

（浦河町）

（浦河町）

（新冠町）

△田中　義光 （日高町）

（知内町） （厚沢部町）

（知内町） （江差町）

（八雲町） （上ノ国町）

（八雲町） （せたな町）

（七飯町）

（森町）

（幌加内町） △白府勝二三 （苫前町）

△岩永かずえ （南富良野町） 　長澤　政之 （小平町）

（南富良野町） 髙野　幸子 （小平町）

（当麻町） （稚内市）

　佐藤　　績 （上川町） （豊富町）

　辰巳　明美 （上川町）

久保　照美 （中富良野町）

（鷹栖町）

（北見市） （帯広市）

（北見市） （鹿追町）

（湧別町）

（清里町）

（興部町） （鶴居村）

（興部町） （鶴居村）

（雄武町） （厚岸町）

（津別町） 水沼　和子 （別海町）

（津別町） 渡邊　広美 （別海町）

（別海町）

計55名

平成30年12月　現在

小西　泰子

△外山　謙一

　野　　道夫

　高柳　広幹

　中村　勇市

道北13名

道東17名 ｵﾎｰﾂｸ9名

以西　明美

根室3名

田中いずみ

元山　美芳

十勝2名

△馬渕　陽子

△宮崎　　渉

　佐藤　曉樹

渡島6名道南10名

尾形　好枝

釧路3名

黑須　倫子

髙橋美佐子

柳谷亜紀子

久保美恵子

髙橋　貴子

　仲元寺恒平 ○服部　政人

佐野　多希子

水本　梨佳

石井　恭子

八木　実央

　河本　純吾

平成30年度　北海道ふるさと・水と土指導員名簿

笠松　悦子

○小林　石男

　中川　　貢

　佐藤　　剛

　荒城　敏文

委員（市町村）、◎会長、○副会長、△幹事、アンダーラインは女性

空知5名

　遠城　諭史

　白川　博順

　金丸　大輔

　坂爪　洋介
後志3名

道央15名

日高5名

　伊藤由紀子

上川8名

　中村　雅義

鷹嘴　充子

◎小野寺孝一

　池田　修也

留萌3名

宗谷2名

　菊池　　工

　尾﨑　　滋

　富樫　一仁

檜山4名

　佐々木俊司

   小笠原明彦

△吉見　俊彦
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資料４
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別記様式第２号

H30.11.30
事業実施年度

総合振興局等名

活動地区名 七飯 活動団体名

目的（ねらい） 項目（費用） 内容 変更後(円) 当初(円) 積算根拠
（報償費） 27,500 講師　11,000円×2.5H
（旅費） 0 0 ﾌﾞﾛｯｸ会議連携で農村設計課支出

（需用費） 11,396 活動内容説明資料等
(使用料） 0 0 （町施設公用使用）

小　計 38,896 0
（使用料） 0 50,000  バス借上げ　50,000円×1回

（需用費） 10,741 10,000 雑機材等10,000円×1回

小　計 10,741 60,000
（委託料） 0 1,000,000  デザイン・イラスト含む

小　計 0 1,000,000
（委託料） 0 450,000  デザイン・イラスト含む

小　計 0 450,000
（委託料） 295,380 デザイン・イラスト等
（需用費） 33,885 広報資料関係機材

小　計 329,265 0
（報償費） 56,000 56,000 評論家 14,000円×4H
（旅費） 0 地元講師
（需用費） 35,098 65,000 親子調理体験食材等
（使用料） 0 （町施設公用使用）

小　計 91,098 121,000
合計 470,000 1,631,000

83,500 56,000 報償費
0 0 旅費

91,120 75,000 需用費
役務費

295,380 1,450,000 委託料
0 50,000 使用料及び賃借料

費目内訳 470,000 1,631,000

 ななえ食レシピ及
 び会の活動紹介

地域活動支援事業に係る予算要求書（案）
平成３０年度

渡島総合振興局

七飯の食を考える会

勉強会
「食育・食材を思う」
及び「ななえ食：歴
史」（メンバーに対
する意識醸成）

「ななえ食」食育活
動ＨＰ作成

ななえ食の活動を
地域住民に広報

親子調理体験学習
大豆加工勉強会と
併せて親子で七飯
食の調理体験

調理体験と
豆腐加工講習4H

※ﾊﾞｽは教育委員会ﾊﾞｽを無
料借用に変更

 「ななえ食」
 地域産地見学会
 子供工場見学会
 （1回/3箇所程度）
胆振東部地震停電
の影響で直前に中
止

 地域勉強会
 ・小学生

 「ななえ食」食育活
 動取りまとめ本作成
 1,000部 ｶﾗｰ20P

 ななえ食の活動を
 地域住民に広報活
 動

 「ななえ食」のパネ
 ル作成
 A1～15部



別
記
様
式
第
４
号

活
 動

 計
 画

市
町

村
名

地
区

名

N
O ① ② ③

関
連

N
O

内
容

予
算

額
年

度
目

標
内

容
予

算
額

年
度

目
標

内
容

予
算

額
年

度
目

標

① ②
先

進
地

へ
の

バ
ス

視
察

研
修

9
0

１
回

/
年

開
催

先
進

地
へ

の
バ

ス
視

察
研

修
1
0
0

１
回

/
年

開
催

先
進

地
へ

の
バ

ス
視

察
研

修
1
2
0

１
回

/
年

開
催

①
販

売
促

進
に

係
る

資
材

（
エ

プ
ロ

ン
・
の

ぼ
り

等
）
費

2
1
5

エ
プ

ロ
ン

1
5
枚

・
の

ぼ
り

1
0
本

・
横

幕
2
枚

等

販
売

促
進

に
係

る
資

材
（
の

ぼ
り

等
）
費

5
0
8

の
ぼ

り
1
0
本

・
横

幕
2
枚

等
販

売
促

進
に

係
る

資
材

（
の

ぼ
り

等
）
費

3
3
6

の
ぼ

り
1
0

本
・

横
幕

2
枚

等

①
マ

ル
シ

ェ
Ｐ

Ｒ
ポ

ス
タ

ー
・

チ
ラ

シ
作

成
8
6

1
0
0
部

作
成

1
,0

0
0
部

作
成

マ
ル

シ
ェ

Ｐ
Ｒ

ポ
ス

タ
ー

・
チ

ラ
シ

作
成

2
6
0

1
3
0
部

作
成

5
,0

0
0
部

作
成

マ
ル

シ
ェ

Ｐ
Ｒ

ポ
ス

タ
ー

・
チ

ラ
シ

作
成

2
6
0

1
0
0
部

作
成

3
,0

0
0
部

作
成

①
伝

統
野

菜
の

栽
培

等
5

4
品

種

① ②
加

工
販

売
に

係
る

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
研

修
2
0

１
回

/
年

開
催

加
工

・
地

場
農

産
物

を
用

い
た

料
理

講
習

会
2
0
5

2
回

/
年

開
催

販
売

実
技

実
習

1
7
1

１
回

/
年

開
催

①
②

加
工

技
術

向
上

に
係

る
研

修
6
6

１
回

/
年

開
催

販
売

に
関

す
る

実
技

研
修

会
1
7
1

2
回

/
年

開
催

加
工

技
術

向
上

に
係

る
研

修
2
0
5

１
回

/
年

開
催

①
②

③

③
コ

ー
ス

の
整

備
7
1

案
内

看
板

の
設

置

③
フ

ッ
ト
パ

ス
交

流
推

進
に

係
る

研
修

4
3

１
回

/
年

開
催

集
落

づ
く

り
・
交

流
に

関
す

る
勉

強
会

5
4

１
回

/
年

開
催

地
域

づ
く

り
に

係
る

研
修

5
4

１
回

/
年

開
催

③
フ

ッ
ト
パ

ス
P
R
ポ

ス
タ

ー
・
チ

ラ
シ

作
成

8
3

5
0
部

作
成

1
,0

0
0
部

作
成

フ
ッ

ト
パ

ス
・
落

花
生

ま
つ

り
チ

ラ
シ

作
成

1
0
0

各
5
0
0
部

作
成

フ
ッ

ト
パ

ス
・
落

花
生

ま
つ

り
P
R
ポ

ス
タ

ー
・
チ

ラ
シ

作
成

1
0
0

5
0
0
部

作
成

主
事

　
　

　
木

村
　

唯
有

次
長

　
　

　
林

　
　

真
一

主
任

　
　

　
牛

山
　

克
己

室
長

　
　

　
高

柳
　

広
幹

普
及

員
　

　
　

越
　

浩
一

関
係

者
等

岩
見

沢
市

農
政

部
農

業
基

盤
整

備
課

JA
い

わ
み

ざ
わ

農
業

振
興

部
門

宮
島

沼
水

鳥
・
湿

地
セ

ン
タ

ー

北
海

土
地

改
良

区
水

土
里

ネ
ッ

ト
推

進
室

(連
絡

先
  

0
1
2
6
-
2
3
-
4
1
1
1
)

(連
絡

先
  

0
1
2
6
-
2
2
-
6
9
2
4
)

空
知

農
業

改
良

普
及

セ
ン

タ
ー

北
の

大
地

マ
ル

シ
ェ

加
工

事
業

地
場

農
産

物
の

P
R
に

つ
な

げ
る

交
流

事
業

地
域

の
イ

ベ
ン

ト
と

し
て

定
着

さ
せ

る

北
の

大
地

マ
ル

シ
ェ

直
売

事
業

地
域

の
直

売
所

と
し

て
活

動
の

安
定

を
図

る

(連
絡

先
  

0
1
2
6
-
6
6
-
5
0
6
6
)

(連
絡

先
  

0
1
2
6
-
2
2
-
2
4
0
0
)

(連
絡

先
  

0
1
2
6
-
2
3
-
2
9
0
0
)

運
営

方
法

等
の

具
体

的
な

取
組

手
法

の
定

着
及

び
集

落
の

様
々

な
層

の
住

民
の

参
加

・
参

加
対

象
を

広
げ

た
い

が
参

加
者

の
参

加
し

や
す

い
体

制
が

整
備

さ
れ

て
い

な
い

。
(バ

ス
  

の
確

保
等

)
・
継

続
し

た
活

動
に

つ
な

げ
た

い
。

・
集

落
の

維
持

・
活

性
化

に
向

け
た

効
果

を
発

揮
さ

せ
た

い
。

３ 年 間 の 活 動 プ ロ セ ス

 活
動

事
項

平
成

２
８

年
度

平
成

２
９

年
度

平
成

３
０

年
度

最
終

目
標

適
用

事
業

交
流

事
業

　
～

　
フ

ッ
ト
パ

ス
交

流
会

・
落

花
生

ま
つ

り
　

・
7
月

上
旬

に
フ

ッ
ト
パ

ス
交

流
会

、
1
0
月

上
旬

に
落

花
生

ま
つ

り
の

イ
ベ

  
 ン

ト
を

開
催

し
、

地
場

農
産

物
の

料
理

を
楽

し
み

な
が

ら
生

産
者

と
消

費
  

 者
や

異
業

種
と

交
流

や
福

祉
団

体
と

の
連

携
を

図
る

。
　

・
活

動
を

集
落

全
体

に
波

及
さ

せ
、

多
く

の
住

民
参

加
を

促
す

。

活
動

の
内

容
目

標
（
数

値
・
定

性
）
　

解
決

す
べ

き
課

題

北
の

大
地

マ
ル

シ
ェ

直
売

事
業

　
・
６

月
上

旬
か

ら
１

１
月

上
旬

ま
で

、
ＪＡ

空
き

店
舗

を
借

用
し

た
直

売
所

　
 運

営
　

・
地

域
住

民
が

集
う

場
所

と
し

て
の

カ
フ

ェ
の

開
業

＜
初

年
度

＞
来

場
者

　
期

間
中

９
０

０
人

(予
定

)
売

上
　

　
 年

間
７

５
０

千
円

(予
定

)
＜

２
９

以
降

＞
前

年
度

比
１

０
％

増

・
効

率
的

な
直

売
所

運
営

が
図

れ
る

よ
う

経
営

ノ
ウ

ハ
ウ

の
習

得
・
都

市
部

に
対

す
る

Ｐ
Ｒ

の
実

施
等

、
効

果
的

な
販

促
活

動
・
構

成
員

の
積

極
的

な
参

画
と

出
荷

者
の

増
加

に
よ

る
品

揃
え

の
確

保
・
カ

フ
ェ

メ
ニ

ュ
ー

の
開

発

団
体

名
豊

正
Ｆ

Ａ
Ｍ

協
議

会
岩

見
沢

市

北
の

大
地

マ
ル

シ
ェ

加
工

事
業

　
・
「
塩

ゆ
で

落
花

生
」
加

工
販

売
　

・
地

場
農

産
物

を
活

か
し

た
加

工
品

の
研

究

＜
塩

ゆ
で

落
花

生
加

工
販

売
＞

加
工

品
の

品
質

の
均

一
化

＜
加

工
品

の
研

究
＞

加
工

品
の

開
発

　
１

品

＜
塩

ゆ
で

落
花

生
加

工
販

売
＞

・
加

工
技

術
の

習
得

、
向

上
と

委
託

加
工

受
入

体
制

の
確

立
＜

加
工

品
の

研
究

＞
・
加

工
技

術
の

習
得

、
向

上
・
加

工
品

開
発

に
係

る
パ

ッ
ケ

ー
ジ

デ
ザ

イ
ン

等
の

情
報

収
集

岩
見

沢
市

北
村

豊
正

め
ざ

す
姿

　
～

　
人

が
訪

れ
る

地
域

づ
く

り
を

通
し

て
、

老
後

も
元

気
に

暮
ら

す
　

～
　

近
年

、
高

齢
化

に
伴

う
離

農
や

店
舗

の
撤

退
な

ど
で

過
疎

化
が

進
行

し
つ

つ
あ

る
中

、
生

産
者

組
織

「
北

の
大

地
マ

ル
シ

ェ
」
（
空

き
店

舗
を

活
用

し
た

直
売

事
業

と
落

花
生

の
加

工
事

業
を

推
進

）
を

設
立

し
、

他
地

域
か

ら
多

く
の

人
に

訪
れ

て
も

ら
え

る
こ

と
で

地
域

の
活

性
化

を
図

る
。

　
ま

た
、

「
北

の
大

地
マ

ル
シ

ェ
」
事

業
と

並
行

し
、

従
前

か
ら

実
施

し
て

い
る

交
流

事
業

（
フ

ッ
ト
パ

ス
イ

ベ
ン

ト
や

落
花

生
ま

つ
り

）
の

一
層

の
充

実
を

図
り

、
更

な
る

北
村

豊
正

フ
ァ

ン
を

獲
得

し
、

他
地

域
や

都
市

と
の

交
流

、
異

業
種

交
流

、
福

祉
団

体
と

の
連

携
な

ど
複

合
的

な
活

動
を

進
め

て
い

く
。

活 動 の 方 向
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別記様式第２号

事業実施年度

総合振興局等名

活動地区名 岩見沢市北村豊正 活動団体名

目的（ねらい） 項目（費用） 内容 金額（円） 積算根拠

120,000 バス借り上げ料

(石狩・空知方面視察40人乗)

400,700 需用費

エプロン@7,800円*10枚

のぼり一式@5,600円*20本

伝統野菜の種子一式@4,700円

看板@50,000円*1ケ

ﾎﾟｲﾝﾄｶｰﾄﾞ@20円*3,000枚

買い物ｶｺﾞ＠900*20ケ

ｼﾞｬﾝﾊﾞｰ@7,800円*10枚

195,000 需用費

ﾎﾟｽﾀｰ100部 ﾁﾗｼ3,000部

ﾎﾟｽﾀｰ(A3)@450円*100部

ﾁﾗｼ(A5)@50円*3,000部

小　計 715,700

140,000 報償費

14,000円/人*5H*2回　2回/年

5,440 旅費（札幌～岩見沢）

1,360円*2*2回

60,000 需用費（食材費）2回

食材費：1,000円/人*30名*2回

100,000 報償費

5,000円/人*5H*2人*2回

10,880 旅費（札幌～岩見沢）

1,360円*2*2人*2回

60,000 需用費（食材費）2回

材料費：1,000円/人＊30名*2回

小　計 376,320

44,000 報償費

11,000円/人*4H　1回/年

5,000 旅費（旭川～岩見沢）

5,000円*1回

5,000 使用料（会場借り上げ）

5,000円（4H)

100,000 需用費

ﾁﾗｼ(A5)@100円*500部*2種類

小　計 154,000

815,700 需用費

科目別 21,320 旅費

284,000 報償費

125,000 使用料

合計 1,246,020

③交流事業　～フッ
トパス・落花生まつり
　従前から実施して
いる交流事業の一
層の充実を図り、更
なる北村豊正ファン
を獲得し、他地域や
都市との交流、異業
種交流、福祉団体と
の連携など、複合的
な活動を進める。

直売・加工・交流
に係る勉強会（使
用料及び貸借
料）

先進的な直売・加工・消費
者交流事例の視察及び
現地での意見交換を通じ
て指導・助言を得る。

直売所の販売促進を円滑
におこなうため、資材等を
導入する。

販売促進に係る
資材（エプロン・
のぼり等）の導入
（需用費）

加工・地場農産物を用い
た料理講習会を行い、加
工及び料理技術の向上を
図る。（講師：札幌市レスト
ランシェフ）

北の大地マルシエ直売所
のＰＲポスター、チラシを
作成し、周知を図る。

地域活動支援事業に係る予算要求書

平成３０年度

空知総合振興局

豊正FAM協議会

消費者の関心を引く販売
方法に関する実技研修を
行い、販売スキルの向上
を図る。（講師：札幌市マ
ネキン協会のスタッフ）

農産物等の販売
に関する実技研
修会
（報償費＋旅費
＋需用費）

①北の大地マルシ
エ直売事業
　生産者組織「北の
大地マルシエ」（空
き店舗を活用した直
売所）を設立し、他
地域から多くの人に
訪れてもらうととも
に、地域住民が集う
場所としてのカフェ
事業を開業し、地域
の活性化を図る。

②北の大地マルシ
エ加工事業
　直売所に加工設
備を併設し「塩ゆで
落花生」の加工販
売や地場農産物を
活かした加工品及
びカフェ開設に向け
た研究を行う。

集落づくり・交流
推進に関する勉
強会
（報償費＋旅費）

PRチラシ作成
（需用費）

農村集落の現状と交流等
の活動に向けた勉強会を
開催し、集落づくりや交流
活動のノウハウを習得す
る。

フットパス交流会・落花生
まつりの開催案内チラシを
作成し、周知を図る。

PRポスター・チラ
シ作成
（需用費）

加工及び地場農
産物を用いた料
理講習会
（報償費＋旅費
＋需用費）



�
�
�
�
�
�
�

�
��
��
��

�
�
�
�

�
�
�
�
�

� � �

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
��
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
��
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
� �
�
�
�
�

� �
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
��
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
��
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� �

� �
�
�
�
�
�
�

�
��
�
��
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

� �
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
��
�
�
�
�
��
�
�
�
�

� �
�
�
�
�

� �
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

� � � � � � � � � �

��
�
�
�

� � �

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

� � � � �

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

 

資料４－４



�������

������

�������

����� �� �����

������� ������ �� ����� ����

��� ������� ����
���������������

�� ������� ����������
�����������

��� �������
��� � �����

����������������
������������������

�� ������ ����������
��������

��� ������� ����
��������

��� �������
������ �����

����������
������ �����

����������

��� �
��� ������ ����

����������������
����������
�����������

��� ������

��� �
�� �������

������� ���
������� ��
������� ���

� ���
� ���
� ��������

���� �������

�������
�������
�����

������
����

������

������
����

���
�������

�������
�������
������
�����

����������

����������������

������

�����

��������������
���������

�������
�������
������

�������



�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

� � � � �

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�

�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

 

資料４－４



�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
��

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�

� ��
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�� �

�
�
�
��

�
�
�

�
�
�

� ��
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

� ��
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�

�

��
�
�
�

� ��
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�

��
�
�

�
�
�

� ��
�
�
�
�

� �
�
�
�

� ��
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�
�

�
�
�

�
�
�

� �
�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
��

� �
��
��
��
��
��
��

� �
��
��
��
��
��

� �
�
�

�
�
�

� ��
�
�

�
�
�

� ��
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�

�
�
�

�
�

�
� � � � � � � � � �

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�

�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�

� �
�
�
�

� ��
�
�

� �
�
�
�

���
�
�

�
�
�
�

��
�
�
�



�������

������

�������

� � � � �

�� � � � � � �� ��� � � � � �

��� ���

�������

��������

���������

���
���������
��������

��
���������
�������

�������� �������

���

���

���

���

����������������

������

�����

��� � � � � �
������������
�����

�������

��������
��������

� � � �

��������
�

�����

������

������

���

�

�

�������

�����

������ ������

����� �������

������ �������

������

���������
���

�������

����������

����������
�

������

�������

������

�������

������

����������� ������

�������



別記様式第１号 

 

北海道中山間ふるさと・水と土保全対策事業の地域活動支援事業に係る実施要望調書 

総合振興局等名 空知総合振興局空知農業改良

普及センター空知南東部支所 

専門普及指導員 増井 梨絵 

市町村名 由仁町 

活動地区名 由仁地区 活動団体名 WEAVE 

市町村担当者所属・氏名 由仁町産業振興課農政担当 

主査         関澤 和之  

関係指導員名              

活動地区の現状及び活動団体の活動状況（実績）  

由仁町は、空知管内の最南端に位置し、総農家数 395戸、耕地面積 5,840haで、稲作、畑作、園芸

を主体とする農業地帯である。 

 

【WEAVE の設立】 

平成 24年、普及センターが若手農業女性を対象に開催した農村ゼミナールの参加女性から、「町外

から嫁に来たばかりで町内に知人が少ないため、農家の友人を作り情報交換したい。」「地域や農業の

ことがわからず不安なので、もっと知りたい。」などの意見があったことから、平成 25 年 3 月に若手女性

の会を設立した。その後、由仁町の広報で会員を募集し、会員が増加していった。 

 会の目的は、①仲間作り、②地域や農業についての知ること、③②の成果により地域に貢献すること

で、対象者は由仁町内の 40 歳以下の農業女性とし、年齢制限を設けることでメンバーの流動化を図っ

ている。 

 会名の「WEAVE」は、「編む」、「織る」などの意味で、女性らしく丁寧に活動をしたいという思いが込めら

れている。 

 平成 30 年 6 月現在の会員数は、16 名となっている。 

 

【これまでの活動】 

１． 会員お宅訪問 

会員相互の家を訪問し、地域について理解を深めた。 

２． 視察研修、勉強会 

乾燥野菜を製造販売している美唄市つむぎ屋への視察や、農業用語勉強会などを行った。 

３． 栽培実習、農産物加工実習 

野菜の栽培実習やソーセージ、ポンデケージョ、豆腐等の加工実習を行った。 

４． 野菜販売 

由仁町でのゆにマルシェや札幌市でのクラシェなどの販売イベントに参加し、自分たちで栽培した

野菜を販売した。 

５． 食育活動 

由仁町三川小学校にて、食育活動を実施した。 

６．乾燥野菜の商品開発 

  平成 27 年より、自分たちが生産した野菜の有効活用と由仁町の特産品開発を目的として、乾燥野

菜の商品開発に取り組んで来た。 

  視察研修や試作品作りを経て、由仁町のふるさと創造事業を活用して乾燥機の導入を行った。ま

た、平成 29 年に町内関係者を招いて試食検討会を開催し、商品案を作成した。 

  平成 30 年度夏より、試験販売を開始する予定である。 

７．ハロウィンカーニバルの開催 

  育児中のメンバーが多いことから、地域の子育て支援と消費者交流および野菜直売を目的に、平成

25 年よりゲームや調理実習、野菜直売等を組み合わせた、幅広い世代が楽しめるイベントとして実施し

ている。 



活動地区及び活動団体の活動における課題  

 

・年齢制限を設けているため、組織の維持には新規会員の確保が必要であるとともに、新規に由仁町

に嫁ぎ入会した会員が、地域に溶け込み活躍できるようになるための継続的な研修が必要である。 

 

・由仁町地域の価値や農的暮らしの魅力を再確認する気づきの場や、それらを発信していくためのスキ

ル習得が必要である。 

 

・地域の食材を生かした料理や食文化を継承するために実習の機会が必要である。 

 

・特産品として開発した乾燥野菜の試験販売を開始するが、販売拡大に向けてパッケージングの検討

や普及のための PR活動、レシピの開発が必要である。また、衛生管理に関する知識の習得と徹底及び

製造工程の効率化も必須である。 

 

・ハロウィンカーニバル来場者の満足度を向上し、由仁町の地域や農業の魅力をさらに多くの人に伝え

て行くために、開催内容の充実と周知方法の改善が課題である。 

 

地域の活性化に向けた展開方向  

 

・由仁町に町外から嫁に来た女性や就農し経営者を目指す女性が、地域の魅力を理解し、地域コミュ

ニティに溶け込み、活き活きと農村生活を送るための素地となるべく、新規会員を募り、継続的に学習

や地域貢献の活動を行う。 

 

・親世代から地域の食文化を継承するための実習の機会を設ける。 

 

・乾燥野菜という調理が簡単な形で野菜を提供することで、規格外野菜の活用と、栄養のある野菜の消

費拡大を目指す。 

 

・乾燥野菜は、試験販売を通して、若手女性らしいセンスを活かしたパッケージングの改良や販売促進

のためのレシピの開発、PR 方法の改善等を行う。 

 

・乾燥野菜の本格製造に向け、衛生管理に関する知識の習得や製造工程の効率化を進める。 

 

・由仁町やそこでの農的暮らしの魅力、由仁産農産物の価値を消費者に発信していくために、町内外

での販売活動を行うとともに、そのスキルやセンスを磨く。 

 

・ハロウィンカーニバルは、消費者交流や農産物販売の機会とするのみならず、近年高齢化や担い手

不足の問題を抱える地域に、たくさんの人が訪れ、子育ての一助となる魅力ある地域づくりにつながる

イベントとしていきたい。 

 

・上記の活動を通して、地域に仲間を作り、生産活動や地域貢献を通じた新たな生きがいの創造によ

り、由仁町の地域やそこでの生活を豊かにしていきたい。 

 

 

 

 

 

 



別記様式第１号の２ 

 

活動地区（活動団体）に係る概要調書  （平成 30 年６月現在） 

活動地区名 由仁地区 活動団体名 WEAVE 

 地区（団体）の主な活動歴   

（平成２５年３月）発足 

１． 会員お宅訪問 

会員相互の家を訪問し、地域について理解を深めた。 

２． 視察研修、勉強会 

乾燥野菜を製造販売している美唄市つむぎ屋への視察や、農業用語勉強会などを行った。 

３． 栽培実習、農産物加工実習 

野菜の栽培実習やソーセージ、ポンデケージョ、豆腐等の加工実習を行った。 

４． 野菜販売 

由仁町でのゆにマルシェや札幌市でのクラシェなどの販売イベントに参加し、自分たちの栽培し

た野菜を販売した。 

５． 食育活動 

由仁町三川小学校にて、食育活動を実施した。 

６． 乾燥野菜の商品開発 

平成 27 年より、自分たちが生産した野菜の有効活用と由仁町の特産品開発を目的として、乾燥

野菜の商品開発に取り組んで来た。 

視察研修や試作品作りを経て、由仁町のふるさと創造事業を活用して乾燥機の導入を行った。ま

た、平成 29 年に町内関係者を招いて試食検討会を開催し、商品案を作成した。 

７． ハロウィンカーニバルの開催 

 育児中のメンバーが多いことから、地域の子育て支援と消費者交流および野菜直売を目的に、平

成 25年よりゲームや調理実習、野菜直売等を組み合わせた、幅広い世代が楽しめるイベントとして

実施した。 

 代表者の活動歴等  WEAVE 代表 大塚 恵梨菜 

平成 26 年以前 札幌市にてスポーツインストラクターとして勤務 

        スキー、体操、水泳、リトミック等を指導 

平成 27 年     結婚を機に由仁町に転入 

平成 28 年     WEAVE 入会 

平成 30 年     WEAVE 代表 

平成 30 年     由仁町スポーツ推進委員 

地区（団体）の構成員に関わる事項 

氏  名 年齢 性別 職  業 特 記 事 項 

大塚 恵梨菜  ３３ 女 農業  代表 

小澤 尚子  ３８ 女 農業  副代表 

蓑島 亜里紗  ３５ 女 農業  副代表 

安川 紗千枝  ３３ 女 農業  会計 

          



別記様式第２号 

地域活動支援事業に係る予算要求書 

事業実施年度 平成 30 年度 

総合振興局等名 空知総合振興局空知農業改良普及センター空知南東部支所 

活動地区名 由仁地区 活動団体名 WEAVE 

目的（ねらい） 項目（費目） 内 容 金 額 積算根拠 

①学習・グルー

プ活動事業 

町外から嫁に

来た女性が、地

域の魅力を認識

し、地域に溶け

込むための活動

を行うとともに、

地域の食の伝統

の 継 承 を 目 指

す。 

直売・加工・交流

に係る勉強会 

（使用料及び貸借

料） 

先進的な直売・加工・消費

者交流事例の視察及び現

地での意見交換を通じて

指導・助言を得る。 

160，000 円 バス借り上げ料 

（十勝方面） 

農産物加工実習 

（報償費） 

（需用費） 

実習を通して、豆腐、味

噌、漬け物等の地域に根

付いた農産物加工技術を

身につける。 

35，000 円 講師謝礼 

5,000 円×4hr 

材料費 

15 名×1,000 円 

②乾燥野菜加工

販売事業 

 生産した野菜

の有効活用と由

仁町の特産品と

して開発した乾

燥野菜の試験販

売に取り組むとと

もに、商品の改

善や販売促進の

ための取り組み

を行う。 

 

 

販売促進にかか

る資材費（パッケ

ージング・ラベル） 

(需要費) 

乾燥野菜の販売促進を円

滑に行うための資材を導

入する。 

120,000 円 パッケージング 

800 ヶ×100 円 

表示ラベル 

800 枚×50 円 

 

販売促進にかか

る出店料及び運

搬料 

（使用料及び賃借

料） 

（役務費） 

直売イベントに参加し、

乾燥野菜の販売および

由仁町の PR と消費者交

流を行う 

30,000 円 クラシェ（札幌市

チ カ ホ ） 出 店 料 

10,000 円 

運搬料一式 

20,000 円 

レシピ印刷作成 

（需用費） 

乾燥野菜を使ったレシピ

を開発し、配布する。 

60,000 円 レシピ集印刷 

1,000 部×60 円 

 

③交流事業 

 町内外から多く

の人に訪れても

らい、消費者との

交流や魅力ある

地域づくりにつな

がるイベントとし

てハロウィンカー

ニバルを開催す

る。 

ハロウィンカーニ

バル PR ポスター・

チラシ作成 

（需用費） 

 

 

ハロウィンカーニバルの PR

ポスターとチラシを作成

し、周知を図る。 

 

 

60，000 円 

 

 

ポスター 

60 部×500 円 

チラシ 

500 部×60 円 

 

 

 

 

費目内訳 

  20,000 円 

255,000 円 

 20,000 円 

170，000 円 

報償費 

需用費 

役務費 

使 用 量 及 び 賃

借料 

合   計   465,000 円  



別記様式第２号 

地域活動支援事業に係る予算要求書（普及センター経費）  

事業実施年度 平成 30 年度 

総合振興局等名 空知総合振興局空知農業改良普及センター空知南東部支所 

活動地区名 由仁地区 活動団体名 WEAVE 

目的（ねらい） 項目（費目） 内 容 金 額 積算根拠 

WEAVE 活動支援 

 

 

 

 

 

 

 

資料印刷 

（需用費） 

活動支援のための資料

を印刷する。 

15，000 円 

 

トナー代等 

（リコーIPSIO 

SP6310 用） 

トナー1 本（リサイ

クル） 

10,610 円×1.08 

=11,459 円 

 

 

 

 

 

 

 

 

巡回活動支援 

（需用費） 

WEAVE 会員の栽培指導、

活動準備支援、打合せ

等の巡回を行う。 

53,600 円 

 

ガソリン代等 

134 円/㍑×50 ㍑ 

（８～３月分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

販売促進支援及

び直売・加工・交

流に係る勉強会

支援 

（旅費） 

札幌での直売活動を支

援する。 

先進地視察に同行し、

研修を支援する。 

14，000 円 札幌往復×2 日 

4，000 円 

十勝往復(宿泊) 

10，000 円 

     

 

 

 

費目内訳 

 

 

 

 

  14,000 円 

68,600 円 

旅費 

需用費 

合   計     82,600 円   
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計画期間：平成２７年度～平成３１年度

計　画　内　容

　　　　　　　１．事業実施の基本方針

　　　　　　　２．事業実施の成果目標

　　　　　　　３．事業計画

北海道

事 業 実 施 計 画

中山間ふるさと・水と土保全対策事業



１．事業実施の基本方針

現状と課題

事業実施の
基本方針

計画後の
目指す姿

２．事業実施の成果目標

事業区分 主な成果目標 数値目標

調査研究事業
道内における地域
住民活動の活発化

地域活動支援地区１０地区実施

研修事業
北海道ふるさと・
水と土指導員の育
成

指導員会及び研修会の開催（３回／
年）、全国研修会への派遣（５名／
年）

推進事業 事業の普及・促進
委員会の開催（２回／年）
事業内容や取組を紹介したＨＰの更新

　本道の農村は、農家戸数の減少や高齢化の進行などが続いており、コミュニティ機能が脆弱化し、地域の活力の低下が顕在化している。
　特に、中山間地域においては、農地の立地条件が悪く、生活環境等の定住条件に恵まれないため、過疎化・高齢化が進み、担い手への集積が
進まず遊休農地が増加するなど、農業生産活動の停滞はもとより、農村地域の存立や農業・農村の多面的機能の発揮に支障を来している状況に
ある。
　このため、生態系の保全整備や都市との交流、地域の特色ある料理開発など、農地や自然環境、景観など地域の多様な資源を活かした様々な
活動を促進してきたが、地域の自立した持続的な取組には至っていない状況にある。

　農地や土地改良施設、自然環境、景観、伝統文化などの多様な資源を発掘し、これら資源を地域住民が主体性を持って活かした多様な活動を
促進する。
　具体的な方法としては、地域の現状把握や住民意識の醸成、明確な目標を設定した３年程度の活動計画の策定、計画に基づいた実践活動、活
動の評価・検証などの一連の取組を地域住民が積極的に参画して実施することにより、住民の自立意識を醸成し、継続性を持たせた効果的な住
民活動が実施されるよう促すものである。
　また、地域の取組体制など条件が整った地区においては、関係機関が連携し、各種事業や施策を有効活用して、環境や産業、食、交流、文化
など各種分野に関する様々な活動を地域マネジメントの視点を持って戦略的・総合的に進め、相乗効果の上がるような取組を行う。
　以上のような取組を効果的に実施するためには、ふるさと・水と土指導員等地域住民活動を側面支援する人材が必要になることから、地域に
愛着を持って、地域づくりに貢献しようとする意欲ある人材の育成にも努める。
　これらの取組の成果については、全道各地で住民活動の活発化を図る観点から、ＨＰや情報誌の発行などを通して、全道に普及する。

他の地区のモデルとなるような多様な地域資源を活かした住民活動を支援する地域活
動支援地区を１０地区程度実施する。

地域住民活動の活発化に向けた指導・助言等を行う人材を育成するため、北海道ふる
さと・水と土指導員等を対象にした全道研修会の開催や全国研修会への派遣を実施
し、指導員等の資質の向上を図る。

　全道各地で地域の多様な資源を活かした自立意識を持った住民の活動が持続化することにより、農業・農村の多面的機能が良好に発揮され、
中山間地域の活性化を図る。

事業の効果的な実施が図られ、また、事業の成果及び農業・農村の多面的機能の役割
などが広く道民に理解され、道内各地において住民活動が活発化するよう、委員会で
助言を得るとともにＨＰ等を活用して取組の成果等を普及する。

内容



３．事業計画

～H26 うちH26 H27 H28 H29 H30 H31

調査研究事業 地域活動支援
地域の現状把握や活動計画、実践活動へ
の支援

道内における地
域住民活動の活
発化

３０地区 ２地区 １０地区 ２地区 ２地区 ２地区 ２地区 ２地区

指導員会及び研修会
の開催

指導員等における情報交換や地域づくり
の手法等を学ぶ指導員会及び研修会の開
催

指導員等におけ
る地域づくりに
関する知見の習
得

３４回 ３回 １５回 ３回 ３回 ３回 ３回 ３回

全国研修会への派遣
国が開催する研修会に北海道ふるさと・
水と土指導員等を派遣

指導員等におけ
る地域づくりに
関する知見の習
得

９３名 ４名 ２５名 ５名 ５名 ５名 ５名 ５名

「里づくり｝の発行
地域づくりの先進事例や指導員の活動状
況などを掲載した情報誌の発行

指導員等におけ
る地域づくりに
関する知見の習
得

10回
10,400部

2回
2,000部

10回
10,000部

２回
各1,000部

２回
各1,000部

２回
各1,000部

２回
各1,000部

２回
各1,000部

委員会の開催
学識経験者等から事業の効果的な実施の
ための指導・助言等を得る委員会の開催

指導・助言等の
事業への反映

４６回 ３回 １０回 ２回 ２回 ２回 ２回 ２回

ホームページでの情
報発信

事業の内容や取組状況を広範囲に発信
事業に対する道
民等への理解の
促進

Ｈ12年8
月開設

更新
継続的に
実施

更新 更新 更新 更新 更新

参考事業費 12,360 13,513 13,314 13,307

計画期間
における
必要事業
量

参考年度別事業量現況値

推進事業

事業区分 事業名

研修事業

事業内容
目標年度にお
いて達成すべ
き状況



３．事業計画

～H26 うちH26 H27 実績 H28 実績 H29 実績 H30 実績 H31 実績

調査研究事
業

地域活動支援 ３０地区 ２地区 １０地区 ５地区 ２地区 ２地区 ２地区 ０地区 ２地区 １地区 ２地区 ２地区 ２地区

指導員会及び
研修会の開催

３４回 ３回 １５回 １２回 ３回 ３回 ３回 ３回 ３回 ３回 ３回 ３回 ３回

全国研修会へ
の派遣

９３名 ４名 ２５名 ２０名 ５名 ６名 ５名 ６名 ５名 ５名 ５名 ３名 ５名

「里づくり｝
の発行

１０回
10,400部

２回
2,000部

１０回
10,000部

８回
各1,000
部

２回
各1,000
部

２回
各1,000
部

２回
各1,000
部

２回
各1,000
部

２回
各1,000
部

２回
各1,000
部

２回
各1,000
部

２回
各1,000
部

２回
各1,000
部

委員会の開催 ４６回 ３回 １０回 １２回 ２回 ３回 ２回 ３回 ２回 ３回 ２回 ３回 ２回

ホームページ
での情報発信

Ｈ12年8
月開設

更新
継続的に
実施

継続的に
実施

更新
随時
更新

更新
随時
更新

更新
随時
更新

更新
随時
更新

更新

参考事業費 12,360 10,476 13,513 10,299 13,314 9,614 13,307

参考年度別事業量計画期間
における
必要事業
量

現況値

推進事業

事業区分 事業名

研修事業

計画期間
における
実績事業
量（H30ま
で）



別表 
 事業実施対象市町村一覧  

総合振興

局等名 

市町村名 
石狩 

1 市 1 村 

石狩市、新篠津村  
渡島 

2 市 9 町 

函館市、北斗市、松前町、福島町、知内町、木古内町、七飯町、鹿部町、森町、

八雲町、長万部町 
檜山 
7 町 

江差町、上ノ国町、厚沢部町、乙部町、奥尻町、今金町、せたな町 
後志 

1 市 12 町 

6 村 

小樽市、島牧村、寿都町、黒松内町、蘭越町、ニセコ町、真狩村、留寿都村、喜

茂別町、京極町、共和町、岩内町、泊村、神恵内村、積丹町、古平町、仁木町、

余市町、赤井川村 

空知 
9 市 14 町 

夕張市、美唄市、芦別市、赤平市、三笠市、砂川市、歌志内市、深川市、岩見沢

市、南幌町、奈井江町、上砂川町、由仁町、長沼町、栗山町、月形町、浦臼町、

新十津川町、妹背牛町、秩父別町、雨竜町、北竜町、沼田町 

上川 
4 市 14 町 

2 村 

旭川市、士別市、名寄市、富良野市、鷹栖町、当麻町、比布町、愛別町、上川町、

美瑛町、中富良野町、南富良野町、占冠村、和寒町、剣淵町、下川町、美深町、

音威子府村、中川町、幌加内町 

留萌 
１市 6 町 1 村 

留萌市、増毛町、小平町、苫前町、羽幌町、初山別村、遠別町、天塩町  
宗谷 

1 市 8 町 

1 村 

稚内市、猿払村、浜頓別町、中頓別町、枝幸町、豊富町、礼文町、利尻町、利尻

富士町、幌延町  
ｵﾎｰﾂｸ 

2 市 13 町 

1 村 

北見市、紋別市、美幌町、大空町、津別町、清里町、小清水町、訓子府町、置戸

町、佐呂間町、遠軽町、湧別町、滝上町、興部町、西興部村、雄武町 

胆振 
2 市 7 町 

登別市、伊達市、豊浦町、洞爺湖町、壮瞥町、白老町、安平町、厚真町、むかわ

町  
日高 
７町 

日高町、平取町、新冠町、新ひだか町、浦河町、様似町、えりも町 
十勝 

14 町１村 

士幌町、上士幌町、鹿追町、新得町、清水町、更別村、幕別町、大樹町、広尾町、

池田町、豊頃町、本別町、足寄町、陸別町、浦幌町 
釧路 

1 市 6 町 1 村 

釧路市、釧路町、厚岸町、浜中町、標茶町、弟子屈町、鶴居村、白糠町  
根室 

1 市 3 町 

根室市、別海町、標津町、羅臼町  
合計 ２５市、１２０町、１４村  計１５９市町村  （※下線は、一部指定されている市町村） 



ふるさと・水と土保全対策指導員所在市町村　（H30.12月現在）

凡例：
指導員設置済
指導員未設置
事業対象外市町村

札幌市

江別市

千歳市

恵庭市

北広島市

石狩市

当別町新篠津村

函館市
北斗市

松前町福島町

知内町

木古内町

七飯町

鹿部町
森町

八雲町

長万部町

江差町

上ノ国町

厚沢部町

乙部町

奥尻町

今金町

せたな町

小樽市

島牧村

寿都町

黒松内町

蘭越町 ニセコ町

真狩村
留寿都村

喜茂別町

京極町

倶知安町

共和町

岩内町

泊村

神恵内村

積丹町

古平町

仁木町

余市町

赤井川村
夕張市

岩見沢市

美唄市

芦別市

赤平市

三笠市

滝川市

砂川市歌志内市

深川市

南幌町

奈井江町
上砂川町

由仁町
長沼町

栗山町

月形町

浦臼町

新十津川町

妹背牛町

秩父別町

雨竜町
北竜町

沼田町

旭川市

士別市

名寄市

富良野市

鷹栖町

東神楽町

当麻町

比布町
愛別町

上川町

東川町

美瑛町

上富良野町

中富良野町

南富良野町

占冠村

和寒町

剣淵町

下川町

美深町

音威子府村中川町

幌加内町

留萌市

増毛町

小平町

苫前町

羽幌町

初山別村

遠別町

天塩町

稚内市

猿払村

浜頓別町

中頓別町

枝幸町

豊富町

礼文町

利尻町

利尻富士町

幌延町

北見市

網走市

紋別市

美幌町

津別町

斜里町

清里町

小清水町

訓子府町

置戸町

佐呂間町

遠軽町

湧別町

滝上町

興部町

西興部村

雄武町

大空町

室蘭市

苫小牧市

登別市

伊達市

豊浦町

壮瞥町 白老町

厚真町

洞爺湖町

安平町

むかわ町

日高町

平取町

新冠町

浦河町

様似町

えりも町

新ひだか町

帯広市

音更町

士幌町

上士幌町

鹿追町

新得町

清水町

芽室町

中札内村
更別村

大樹町

広尾町

幕別町

池田町

豊頃町

本別町

足寄町

陸別町

浦幌町

釧路市
釧路町

厚岸町

浜中町

標茶町

弟子屈町

鶴居村

白糠町

根室市

別海町

中標津町

標津町

羅臼町

伊達市

日高町

釧路市
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